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資料の内容について

背景・目的

H29-H30テストベッド事業の説明（前身の研究のご紹介）

当該事業における概要について
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背景

がん診療において、手術は根治を期待しうる重要な
治療法の1つである
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注：１） 平成６年までの「心疾患（高血圧症を除く）」は、「心疾患」である。

２） 平成６・７年の「心疾患（高血圧性を除く）」の低下は、死亡診断書（死体検案書）（平成７年１月施行）におい

て「死亡の原因欄には、疾患の終末期の状態としての心不全、呼吸不全等は書かないでください」という注意書きの

施行前からの周知の影響によるものと考えられる。

３） 平成７年の「脳血管疾患」の上昇の主な要因は、ICD-10（2003年版）（平成７年１月適用）による原死因選択ルー

ルの明確化によるものと考えられる。

４） 平成29年の「肺炎」の低下の主な要因は、ICD-10（2013年版）（平成29年１月適用）による原死因選択ルールの明

確化によるものと考えられる。
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背景

• 国内外ともに外科治療の均てん化は進んでいない

• 術者間や施設間の治療成績の格差が報告されている

手術手技は術者の経験や技量によって
いわゆる「暗黙知」

という形で行われている
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外科手術における課題

①手術および手術室運営の効率化
②外科治療の均てん化および安全性の担保
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目的：

内視鏡外科医が手術中どのように安全に効率的に手術を進めているか、これまで

暗黙知とされていた手技や判断をデジタル化し、データベース（DB）を

構築する

「術野で何が起きているか」をAIに機械学習させ、将来的には手術支援機

器・手術評価システムとしての導出を目指す

AMED 未来医療を実現する医療機器・システム研究開発事業

臨床現場の医師の暗黙知を利用する医療機器開発システム

～「メディカル・デジタル・テストベッド」の構築～（H29-H30）

研究開発課題名：

内視鏡外科手術における暗黙知のデータベース構築と次世代医療機器開発への応用
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アノテーションおよびD.L.実施後のサンプル動画

手術工程の自動認識臓器検出

血管予測
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先進的医療機器・システム等技術開発事業
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AMED先進的医療機器・システム等技術開発事業

基盤技術開発プロジェクト（R1-R3）

内視鏡外科手術のデータベース構築に資する横断的基盤整備

手術動画を含む産業目的に活用可能な手術関連データを全国から収集し、
医療機関・アカデミア・企業コンソーシアムが求める価値あるデータベースを構築し、
日本の外科手術を維持するとともに、プロダクトとして世界に導出する基盤整備を
完了することを目的とする。

①持続可能なデータベース運営体制の構築
②臨床データ取集とデータセット作成
③AI手術支援システム開発環境整備



All rights reserved｜ National Cancer Center Hospital East

㈱アルム

北海道大学

東京女子医大

持続可能な運営体制の構築

名古屋大学

産総研

画像提供
協力機関

患者

A社

B社

アカデミア

企業コンソーシアム

α大学

β研究所

NCCHE

AI手術支援システムの開発環境整備

データ収集体制の構築

京都大学

大分大学

千葉大学

コンソーシアム全体 絵図

コンソーシアム

学会
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ビジネスモデル概略

インセンティブ③

内視鏡外科手術
データベース

データ提供①

臨床医
病院 システム開発

教育

産業目的に活用可能

匿名化

アノテーション
工程分類

連携
高度なアノテーション
全景カメラ映像
音声データ etc.

高付加価値化

データ収集

京都大学

大分大学

千葉大学

学会

名古屋大学

産総研

開発環境整備

A社

機器開発

B社

北海道大学

東女医大

㈱アルム

α研究所

研究

データ活用
NCCHE

加工データ②

加工データ
②

大腸:1,000例

肝胆膵:1,000例
胃:500例

前立腺:500例

臨床情報
術者情報
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匿名化
データ提供

臨床医/病院

上部消化管、肝胆膵
大分大学

下部消化管
京都大学

前立腺
千葉大学

1500例 1000例 500例

内視鏡外科手術
データベース

データ収集
①手術動画
②患者情報
③医療者情報

NCCHE 付加する情報

アノテーションデータ
1) 工程
2) 術具
3) 解剖学的構造
4) 事象（出血）

全景カメラ映像

音声データ

手術器具のon/off情報 etc.

インセンティブ

S-access

①データ収集およびアノテーション項目
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内視鏡外科手術
データベース

NCCHE

画像利用に関する契約

必要な付加情報の相談

データを使用

研究手術機器開発 システム開発 教育

術式B

産業目的に活用可能

S-access

術式A

②データ利用について

加工・付加する情報

アノテーションデータ
1) 工程
2) 術具
3) 解剖学的構造
4) 事象（出血）

全景カメラ映像

音声データ

手術器具のon/off情報 etc.
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工程分類について

・手術を工程分類という形で、シーン分けを行う。
・シーン毎に映像データを切り抜いて抽出することができる。

Sigmoid①

Sigmoid②

Sigmoid③

工程毎

工程分類切取イメージ

EX)Sigmoidectomy

1.ポート挿入
2.直腸後腔に入る
3.IMA処理
4.内側アプローチ
5.外側アプローチ
6.直腸周囲剥離
7.切離吻合
8.ドレーン挿入・閉創

Sigmoid

LDG

LC

特定シーン

・ポート挿入
・血管処理
・縫合器使用
・吻合
・閉創



All rights reserved｜ National Cancer Center Hospital East

収集予定数
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可視化システム①

16



All rights reserved｜ National Cancer Center Hospital East

可視化システム②
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FIN.


